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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月8日(2013.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アミラーゼ、セルラーゼおよびペクチナーゼから選ばれる少なくとも１種の酵素（Ａ）
と、炭素数８～１８の脂肪族アミンの（ポリ）アルキレンオキサイド付加物をアニオン化
したアニオン界面活性剤（Ｂ）とを含み、洗浄剤組成物の不揮発分全体に占める酵素（Ａ
）とアニオン界面活性剤（Ｂ）の合計の重量割合が１０～１００重量％である、洗浄剤組
成物。
【請求項２】
　前記アニオン界面活性剤（Ｂ）が、下記一般式（１）で示される化合物である、請求項
１に記載の洗浄剤組成物。
　　ＲＮ［（ＡＯ）ｍ（ＣＨ２）ｐＣＯＯＭ］［（ＡＯ）ｎＸ］　（１）
（式中、Ｒは炭素数８～１８の脂肪族炭化水素基を表す。ＡＯは、エチレンオキサイド基
（ＥＯ）およびプロピレンオキサイド基（ＰＯ）から選ばれる少なくとも１種のアルキレ
ンオキサイド基を表し、これらはブロック付加体、交互付加体又はランダム付加体のいず
れを構成していてもよい。Ｘは、（ＣＨ２）ｐＣＯＯＭ基または水素原子を表す。Ｍは水
素原子またはアルカリ性基を表す。ｍおよびｎは１～５０の整数、ｐは１～３の整数を表
す。）
【請求項３】
　前記アニオン界面活性剤（Ｂ）の一般式（１）において、Ｒが炭素数１０～１６の脂肪
族炭化水素基であり、ＡＯがエチレンオキサイド基（ＥＯ）であり、ｍおよびｎが２～１
０である、請求項２に記載の洗浄剤組成物。
【請求項４】
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　前記酵素（Ａ）と前記アニオン界面活性剤（Ｂ）との重量比（Ａ／Ｂ）が５／９５～９
９／１である、請求項１～３のいずれかに記載の洗浄剤組成物。
【請求項５】
　非イオン界面活性剤（Ｃ）をさらに含み、洗浄剤組成物の不揮発分全体に占める、該非
イオン界面活性剤（Ｃ）の重量割合が１～９０重量％であり、前記酵素（Ａ）と前記アニ
オン界面活性剤（Ｂ）の合計の重量割合が１０～９９重量％である、請求項１～４のいず
れかに記載の洗浄剤組成物。
【請求項６】
　前記洗浄剤組成物が繊維の精練用である、請求項１～５のいずれかに記載の洗浄剤組成
物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の洗浄剤組成物を用いて被洗浄物を洗浄する工程を含む
、洗浄方法。
【請求項８】
　前記被洗浄物が繊維であり、前記工程が繊維の精練用洗浄剤組成物を用いて繊維を精練
処理する工程である、請求項７に記載の洗浄方法。
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